
「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

ぎなんぎかい ホームページ 

10月8日 さくら北保育園運動会にて 

決算収支 
平成29年度決算を認定 
今回のピックアップ 
みんなで取り組もう！ごみの減量 
一般質問 
ここが、聞きたい 
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表紙の題字 

「　　」は 

東小学校5年 

加藤 唯斗 さんの 

作品です 

■
初
女
性
広
報
委
員
長
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
・
広
報
委
員

会
の
役
目
を
振
り
返
り
、
掲
載
方
法
や
内
容
な
ど
、
よ
り
細

か
く
検
討
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
加
え
な
が
ら
、
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
議
会
広
報
へ
の
ご
提
案
な
ど
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
） 

■「
議
会
だ
よ
り
読
ん
で
る
よ
。」
発
行
し
て
か
ら
８
年
が
経

ち
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会

が
増
え
た
。
可
読
性
、
視
認
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
研
鑽
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
今
は
ま
だ
議
会
の
活
動

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
唯
一
の
手
段
。
他
人

任
せ
に
せ
ず
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　
　
（
加
藤
） 

■
１０
月

２７
日
か
ら

１１
月
９
日
は
、
読
書
週
間
で
す
。
め
ぐ
り

あ
っ
た
良
書
に
は
豊
か
な
人
生
へ
の
指
標
、
ヒ
ン
ト
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
冊
の
本
が
自
分
の
進
路
を
決
定
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
も
数
多
く
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」

が
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
一
読
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

■
言
葉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

大
変
難
し
い
も
の
で
す
ね
。
言
い
方
に
よ
り
、
時
に
は
、
人

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
、
反
対
に
、
素
直
に
表
現
す
る

こ
と
で
、
心
と
、
心
が
通
じ
合
い
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ

る
も
の
で
す
ね
。
素
直
に
感
謝
す
る
心
を
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

■「
議
会
だ
よ
り
」
は
平
成

２３
年
か
ら
「
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
め
ざ
す
取
組
の
一
環
と
し
て

発
刊
。
今
回
で

３２
号
目
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
５
回
目
の
広

報
委
員
と
し
て
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
町
民
目
線
の
内
容
解
説
や
内
容

展
開
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
） 

か とう と ゆい 

　新たな広報委員会のメン
バーが決定しました。編集
委員一同、若者から高齢者
まで、誰にも読みやすく、
気軽に手に取っていただけ
るような議会だよりを目指
していきたいと思っていま
すので、これからもご愛読
をお願いします。 

火の用心
!

火の用心
!

新広報委員会の紹介 
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２９
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
と
公
営
企
業
の
経

営
健
全
化
判
断
は
、
い
ず
れ
も
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
赤
字
や
資
金
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。
 

　
今
後
も
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
数
値
が
悪
化
し
な
い

よ
う
安
定
し
た
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
 

赤
字
や
資
金
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
 

「新校舎宣言」 
1. 
 
2. 
 
3.

きれいにしていただいた北小を
大切に使います。 
きれいな北小がずっと続くよう
に心をこめて掃除をします。 
学習・生活に集中して向かい、
感謝の気持ちで応えます。 

借
入
金
増
え
る
が 

　
財
政
指
標
は
「
健
全
」 

借
入
金
増
え
る
が 

　
財
政
指
標
は
「
健
全
」 

財政の健全化判断 

指　標 

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将来負担比率 

健全化判断比率 

赤字なし 

赤字なし 

3.7% 

－ 

早期健全化基準 

15.0% 

20.0% 

25.0% 

350.0%

経営健全化判断 

会計名 

水道 

下水道 

資金不足 
比率 

不足なし 

不足なし 

健全化 
基準 

20.0% 

20.0%

・
実
質
赤
字
比
率
 

　
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
が
財
政
規
模
（
標
準

的
な
収
入
）
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
大
き
い
か

を
表
し
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
実
質
収
支
額
が
黒
字
の
場
合
は

算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

・
連
結
実
質
赤
字
比
率
 

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
の
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
わ
せ
た
地
方
公
共
団
体
全
体

の
赤
字
の
程
度
を
表
し
ま
す
。
 

・
実
質
公
債
費
比
率
 

　
借
入
金
の
返
済
額
が
財
政
規
模
（
標
準
的
な

収
入
）
に
占
め
る
割
合
を
表
す
た
め
、
低
い
ほ

ど
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

・
将
来
負
担
比
率
 

　
将
来
の
年
度
で
必
ず
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

地
方
債
、
職
員
退
職
金
、
連
結
実
質
赤
字
な
ど

を
一
ま
と
め
に
し
て
こ
れ
ら
が
財
政
規
模
（
標

準
的
な
収
入
）
と
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
の
割
合

か
を
表
し
ま
す
。
 

真に必要な事業を的確に〔監査委員の見解〕 

用 語 解 説 

　平成29年度岐南町一般会計及び特別会計
歳入歳出決算は、関係諸帳簿等・証書類を
照合審査した結果、予算の執行は議会の議
決の趣旨に従い、適正かつ効率的に執行され、
その計数も正確であることを確認した。なお、
財産についても適正に管理されているもの
と認めた。 
　一般会計についてみると、歳入総額は前
年度と比べ13億4,976万7千円増の91億

7,371万8千円、歳出総額は13億1,984万3千円増の87億2,171万8千円であ
った。対前年度伸び率は、歳入においては17.3%、歳出においては17.8%であ
った。 
　歳出については、新総合調理センター建設事業の完了による教育費11億
3,318万9千円の増額が要因としてあげられる。 
　ここ数年の大型事業により基金と起債のバランスを大きく崩しており、地方
債の借入は将来の財政運営に及ぼす影響を考慮し、慎重な配慮が必要である。 
　今後は働き方改革を進めつつ、人件費抑制につながる事務改善による事業の
効率化を図り、民間のノウハウを積極的に活用推進するなど、継続して経費の
縮減に努め、町民の理解と協力のもと真に住民に必要な事業・サービスを的確
に判断し、町の発展と健全な財政運営に一層努められたい。 

　河田監査委員　　木下監査委員 

H29年度 
決算 

H29年度 
決算 

H29年度 
決算 
一般会計 

歳入91億7,371万円 
歳出87億2,171万円 

H29年の取り組み 
まちの声をひろってみました！！ 

H29年の取り組み 
まちの声をひろってみました！！ 

H29年の取り組み 
まちの声をひろってみました！！ 

やすらぎ苑改修 

北小大規模改修 

新総合調理センター建設 

やすらぎ苑改修 
H29年度決算1億9,993万円 

（総事業費は同額） 

H29年度決算2億7,869万円 
（総事業費2億8,438万円） 

H29年度決算10億2,280万円 
（総事業費13億4,470万円） 

H29年度決算1億9,993万円 
（総事業費は同額） 

北小大規模改修 H29年度決算2億7,869万円 
（総事業費2億8,438万円） 

新総合調理センター建設 
H29年度決算10億2,280万円 
（総事業費13億4,470万円） 

やすらぎ苑改修 

北小大規模改修 

新総合調理センター建設 

サロンをよく利用します。 
広くなり、小さい子どもも気にせず遊
べるようになりました。 
子ども用トイレと授乳室ができてあり
がたいです。　　　　　（川出有香さん） 

お風呂をよく利用します。 
空調が快適になり、過ごしやすく
なりました。 
人と人との繋がりの場になってい
ます。　　　　　（神戸光成さん） 

全てが新調され、学校全体が
明るくなったことで、学校生
活における子どもたちの笑顔
が一層広がっています。 

（北小教頭　福安先生） 

学校の壁や床、トイレがきれい
になって、毎日気持ちがいいです。 
皆が、「新校舎宣言」を守り、
授業を頑張っています。 

（北小6年　亀山琥珀さん） 

衛生的で効率的な作業環境にな
りました。 
調理・空調等、最新の設備が整
ったことで働きやすくなりました。 

（調理員　篠田雅代さん） 

給食は毎日残さず食べています。 
いつもおいしい給食ありがと
うございます！！ 
（岐南中1年　岩田はなさん） 
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平成29年度決算特別委員会の報告 平成29年度決算特別委員会の報告 
付託案件：議案7件 

綰全体的に義務的経費が増加しており硬直化が進ん
でいると考えるが見解は、また経常収支比率を80に
近づけることはできるのか。 
綏新庁舎や新総合調理センターなど大型の事業が続き、
起債、基金の繰り入れ等があり、今後は施設の老朽
化に伴う改築等となるため、策定中の個別の施設管
理計画に基づき財政シミュレーションを行い健全な
財政運営に努めます。経常収支比率は短期的には難
しいが、長期的には公共施設管理計画や行政改革計
画実施に従い下げるよう努力します。 
 
綰基金が大きく減じ、起債とのバランスが悪くなっ
ているが今後は。 
綏現在基金残高３２億円、対する起債残高５４億円であり、
大型建設事業が続き地方債発行による公債費の増加
を抑えるため、公共施設建設事業基金からの繰り入
れを行ったことによります。今後は公共施設管理計
画にのっとり、個別の施設管理計画を策定し財政シ
ミュレーションを行うほか、起債の中に臨時財政対
策債２５億円が含まれているが後年度に交付税参入さ
れるため、実質的には基金が４億円程上回っている状
態であるため、これを維持するよう努めていきます。 
 
綰町預金利子の決算額が0円とあるが、どういった事
情があるのか。 
綏１０億円を運用予定でしたが、総合調理センターの
完成払い、北小学校の改築工事の前払い金で約９億円
の支出を見込んでおり、その資金を充てて起債を遅
らせることとしたため運用できませんでした。 
 
綰ふるさと納税に関し、品目の見直し等どのような
取り組みをしてきたのか。 
また、ふるさと納税制度の見直しがなされる中で今
後どのように取り組んでいくのか。 
綏平島で生産されているきくらげを追加したほか、
町内で製造している洗剤が一部含まれる詰め合わせ
を追加するなど、申し出があれば検討し追加します。 
先般の総務大臣の発言もあり返礼品を地場産品にし
ていく必要がありますが、返礼品の選定は苦しく、
今後も取り立てて注力していく考えはありません。 
 

綰ごみ減量対策として始めた、ごみ減量モニターは
予定通り各校区10名集まったのか、また成果はどうか。 
綏昨年度は３０名、今年度は１５名にモニターを依頼し
毎月報告いただいた内容を広報誌に掲載するなどの
PRを行っており、ごみ減量の意識付けに充分な成果
が挙がっています。 
 
綰岐南大橋橋梁整備負担金はどのようか。 
綏境川にかかる橋は、岐阜市と岐南町で管理協定が
結ばれており、岐南大橋塗装工事費の５割を負担金と
して支払いました。 
 
綰自治会で排水路清掃をし、道路付近まで搬出して
いない揚げ土も処分してもらえないか。 
綏揚げ土の処分については、どれくらいの予算が必
要か、業者がどの範囲まで搬出が可能かも含め検討
していきます。 
 
綰道路も含め公共施設などの補修について町民が何
処の部署へ通報していいのか迷うので、窓口を一本
化できないか。 
また通報者に対して、その後の経過について説明は
あるのか。 
綏現時点では考えていませんが、今後、自治会長会
議などで通報先の確認の徹底、町民の方へはホーム
ページで広く周知するとともに、役場で誰が通報を
受けてもどこの部署で担当しているかわかるように
していきます。 
また通報を受けた場合、できる限り現場に出向き通
報者に説明をしますが、行くことが出来ない場合も
早急に現場を確認し、修繕の経過について説明でき
るようにしていきます。 
 
綰見通しの悪い交差点については、草刈りよりも草
が生えてこないようシートを設置したほうが良いの
では。 
綏毎年、天候により草の生え方が違い発生時期の違
いはありますが、年３回の草刈りを実施しております。
今後、見通しの悪い交差点についてはシートの設置
も含め検討します。 
 

今回の 

ピックアップ みんなで取り組もう！ 
ごみの減量 

みんなで取り組もう！ 
ごみの減量 

みんなで取り組もう！ 
ごみの減量 

毎日の生活の中で排出される「ごみ」。 
ごみを捨てるときに、みなさんのごみがどのように処理されているかをご存知ですか？ 

他県まで運搬して処理しています。 
　家庭や事業所から収集されたごみは、町内の施設で大型車に積み替えたあとで、三重県伊賀市、長野県
小諸市にある焼却施設まで運ばれて処理されています。 

積み替え・運搬 収 集 焼 却 

　遠くにある民間施設まで運搬して焼却していることから、羽島市に建設される新施設が稼働する予定の
平成４０年度までは、処理費用が多くかかることになります。さらに、人口が増加していることなどから、
ごみの排出量も増加しているので、旧施設の稼働していた５年前と比較すると、約２億２,２００万円も処理費
用が増加しています。 

一人当たり約２万３千円。４人家族だと一世帯あたり年間９万２千円。 
　１年間に多額の費用がかかるごみ処理。一人当たりに換算すると、約２万３千円。 
　４人家族だと一世帯当たり年間で９万２千円が、ごみ処理の費用として使われ
ています。 
　ごみの量を減らすことができれば、ごみ処理にかかる経費を削減することが
できるので、その分のお金を教育や福祉、社会基盤の整備などに充てることが
できます。 

科目 予算名称 
委託料 

負担金 

合　　計 

可燃ごみ運搬処理業務（積替分）委託料 
環境保全負担金 
衛生施設組合負担金 

平成24年度 
0 
0 

251,267,000 
251,267,000

平成29年度 
415,492,856 

5,707,000 
52,690,000 

473,889,856

増　減 
415,492,856 

5,707,000 
－198,577,000 

222,622,856

ごみ処理には多くの税金が使われています。 

事業系ごみ処理手数料 １０kgまでごとに１０８円（消費税込み） 
　年間の可燃ごみ収集量は７,８５０tで、家庭から出るごみと事業所から
出るごみの量はほぼ同じ量になっています。 
　家庭ごみは分別をし、自治会活動やエコステーションを通じてリサ
イクルの促進に努めていただいています。 
　事業系ごみの処理はこれまで全額を公費で処理していましたが、ご
み排出抑制の取り組みのひとつとして、平成３１年度からは事業系ごみ
の手数料を有料化し、徴収した手数料はごみ処理費用の財源とします。 

なかなか減らないごみの排出量 

一年間に排出される可燃ごみの 
収集処理量　7,850.40t

家庭系 
3,896.77t 

50%

事業系 
3,504.39t 

45%

直接搬入 
99.39t 

1%

燃える大型ごみ 
349.85t 

4%

（単位：円） 

認定第1号 
平成29年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて 
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案2件 

9月定例会では こんなことが決まりました 
第 3 回（9 月）定例会議会に提出された案件は 20 件です。 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
付託委員会欄の「総」は総務常任委員会、「決」は決算特別委員会への付託を表します。 

●総  

●総  

●決  

●決  

●決  

●決  

●決  

議案第35号　岐南町犯罪被害者等基本条例について 
　犯罪被害者等基本法の基本理念にのっとり、犯罪被害者等に対し、町及び関係機関等が行う各種
施策の情報提供や助言、連絡調整等の必要な支援を行う規定の整備を行いました。 

議案第36号　岐南町環境保全に伴う旅館建築の規制に関する条例の一部を改正する条例について 
　旅館業法の一部改正に伴い、旅館営業とホテル営業の営業種別が統合されたため、所要の整備を
行いました。 

議案第37号　岐南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 
　岐南町一般廃棄物基本処理計画にごみの発生抑制の取り組みの一つとして位置付けられている、
事業系一般廃棄物処理手数料を有料化するための規定の整備を行いました。 

（施行日：平成31年4月1日） 関連記事5ページ 

議案第38号　平成29年度岐南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 
　未処分利益剰余金7,404万5,185円のうち、4,867万3,782円を自己資本金へ組み入れ、
2,537万1,403円を建設改良積立金に積み立てました。 

議案第39号　平成30年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ6,959万7,000円を増額し、77億4,947万7,000円としました。 
　歳出の主なものとしては、危険ブロック塀等耐震改修事業補助金として300万円の増額、北小学
校の駐車場整備事業として4,491万3,000円の増額、福祉医療助成事業の精算に伴う県支出金前
年度返還金として735万3,000円を増額しました。 

議案第40号　平成30年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ3,165万4,000円を増額し、24億5,865万3,000円としました。 
　歳出の内容としては、平成29年度療養給付費等負担金及び、退職者医療療養給付費等交付金の
精算に伴う償還金などとなっています。 

議案第41号　平成30年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ5,524万7,000円増額し、17億7,960万3,000円としました。 
　歳出の主なものとしては、平成29年度保険給付費等の精算に伴う国・県・支払基金等への返還金
などとなっています。 

認定第 1 号　平成29年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額91億7,371万8,134円に対して、歳出総額87億2,171万8,199円で4
億5,199万9,935円の黒字となりました。 
　翌年度へ繰り越すべき財源のうち、サイン設置業務委託の75万6,000円を繰越明許しているため、
実質収支額は4億5,124万3,935円が繰越金となりました。 

認定第 2 号　平成29年度岐南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額31億1,470万1,545円に対して、歳出総額29億1,943万29円で1億
9,527万1,516円の黒字となりました。 

認定第 3 号　平成29年度岐南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額18億1,332万9,188円に対して、歳出総額17億6,301万4,637円で
5,031万4,551円の黒字となりました。 

認定第 4 号　平成29年度岐南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額4億6,300万6,465円に対して、歳出総額4億4,927万7,202円で
1,372万9,263円の黒字となりました。 

認定第 5 号　平成29年度岐南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額7億6,980万1,480円に対して、歳出総額7億6,980万1,480円で差し
引き額は、0円となりました。 

認定第 6 号　平成29年度羽島郡二町教育委員会特別会計歳入歳出決算の認定について 
　決算の状況は、歳入総額は、1億5,409万5,801円に対して、歳出総額は1億5,309万5,801円
で差し引き額は100万円となりました。 

認定第 7 号　平成29年度岐南町水道事業会計歳入歳出決算の認定について 
　収益的収入の決算額は3億1,839万3,615円、対する収益的支出の決算額は2億3,364万548
円となり、損益計算書における当年度純利益は7,404万5,185円となりました。 
　資本的収入の決算額は4,813万2,754円、対する資本的支出の決算額は1億9,703万3,576円
となり、不足する1億4,890万822円は過年度分損益勘定留保資金等で補てんしています。 

選第 3 号　議長の選挙について 

選第 4 号　副議長の選挙について 

常任委員会委員の選任について　　　　　　　　⇒結果については8ページをご覧ください 

議会運営委員会委員の選任について 

議会広報特別委員会委員の選任について 

議会運営委員会の閉会中の継続調査について 
　効率的な議会運営のため議会運営委員会の閉会中の継続調査が決定しました。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

確定 

継続 
調査 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した

議員 
付託 

委員会 
案　　　件 可否 

反対した
議員 

綰うわさ、誹謗中傷による被害の対策は。 
綏この条例の趣旨を理解していただくために町民に
広く周知徹底をすることで被害をなくしていくこと
が第一と考えています。 
 
綰相談及び情報の提供の具体的な施策は。 
綏現時点で町は相談を受けるノウハウがまだ充実し
ていないことから、公益社団法人のぎふ犯罪被害者
支援センターを紹介して、より専門的な相談を受け
たり、警察署等の情報提供を受けていただくことを
考えています。 
 
綰損害賠償の請求についての援助は。 
綏町として何ができるか、警察などの関係機関と連
携をとり犯罪被害者に寄り添い、援助していきたい
です。 

 

綰事業系一般廃棄物の処理手数料の徴収を始める理
由は。 
綏岐阜羽島衛生施設組合の焼却炉の稼動していたと
きの処理費は、公費で賄っていましたが、今回、事
業者にも費用の一部を負担してもらうことにより、
町の費用負担が軽減でき事業者の一般廃棄物の排出
量抑制が期待できることから、徴収を開始します。 
 
綰有料化によって不法投棄が増えることが想定され
るが対策は考えているか。 
綏不法投棄に関しては、今以上に監視を強化し、情
報を共有し、不法投棄防止に努めたいです。 

●決  

●決  

決
定
 

議案第35号 
岐南町犯罪被害者等基本条例について 

議案第37号 
岐南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について 

ぎなん議会だより　第32号 6ぎなん議会だより　第32号 7



　このたび、平成30年第3回定例会におきま

して、議員各位の選出により議長・副議長

に就任いたしました。この職責の重さを痛

感いたし決意を新たにいたしております。 

　さて、地方自治体の権限、役割の拡大、

更に諸情勢の変化による価値観も多様化す

る中、様々な分野で町議会の果たすべき役

割はますます重要になってきていることから、

諸課題について行政との連携を図りつつ、

より慎重且つ積極的な審議を行い議会の意

思を町政に反映することが求められています。

そのため今日まで検討を重ねています議会

改革についても、引き続き進めてまいります。 

　今後とも町民の皆様には、一層のご指導

とご協力を賜りますようお願い申し上げ、

ごあいさつといたします。 

　9月27日に常任委員会、議会広報特別委員会、議会運営委員会の委員が選任されました。 

　委員会は、議案などの審査を行うため議会に設けられた内部審査機関です。岐南町議会では総務

と民生建設の2つの常任委員会が設置されており、議員はどちらかの委員会に所属しています。また、

議会が公正円滑に運営されるように議会運営委員会が設置されています。 

　議会広報特別委員会では「議会だより」を年4回発行し全世帯に配布しています。 

議長・副議長 
就任あいさつ 

副 議 長 

大塚 雅司 

委 員 会 構 成 

総務常任委員会 

委員長 

松 　 浩 二  

副委員長 

櫻 井 　 　 明  

委員 

伊 藤 　 勝 利  

渡 邉 　 憲 司  

後 藤 　 友 紀  

民生建設常任委員会 

委員長 

小 島 　 英 雄  

副委員長 

加 藤 　 雅 浩  

委員 

大 塚 　 雅 司  

木 下 美 津 子  

黒 瀨 　 泰 孝  

議会広報特別委員会 

委員長 

後 藤 　 友 紀  

副委員長 

加 藤 　 雅 浩  

委員 

大 塚 　 雅 司  

伊 藤 　 勝 利  

木 下 美 津 子  

議会運営委員会 

委員長 

櫻 井 　 　 明  

副委員長 

後 藤 　 友 紀  

委員 

小 島 　 英 雄  

松 　 浩 二  

議 長 

渡邉 憲司 

9月定例会 
9月定例会 
9月定例会 
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加藤 雅浩 議員 木下 美津子 議員 
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今
年

度
は
管
理
台
帳
を
整
備
し
対
象
者
個
々

の
健
康
課
題
の
分
析
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

又
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
発
症
者
や
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
方
に
も
医
師
と
連
携
し

保
健
指
導
等
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

様
々
な
図
書
の
整
備
が
必
要
で
す
。

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
今
後
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
国
の
計
画
通
り
配
備
し

て
い
ま
す
。
学
力
学
習
状
況
調
査

に
お
い
て
も
新
聞
を
読
む
読
ま
な
い
は

学
力
の
相
関
に
強
く
出
て
い
ま
す
。
児

童
生
徒
が
主
体
的
に
新
聞
を
活
用
す
る

取
り
組
み
を
企
画
し
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
今
期
、
補
正
予
算
を

計
上
し
「
岐
南
町
危
険
ブ
ッ
ロ
ク

塀
等
除
去
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
費
用
の
最
大

１０
万

円
の
補
助
と
し
又
早
期
改
善
を
促
す
た
め
、

H
３２
年
３
月

３１
日
ま
で
に
限
り
補
助
限

度
額
を
最
大

３０
万
円
と
し
ま
す
。
特
に

通
学
路
に
面
し
た
箇
所
は
除
去
経
費
の

４
／
５
以
内
の
補
助
と
し
ま
し
た
。
 

 
（
総
務
部
長
）
定
期
点
検
や
監
視
体

制
で
対
応
は
万
全
で
す
が
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
チ
ェ
ア
が
あ
れ
ば
不
安
が
解
消
、

導
入
に
向
け
検
討
し
ま
す
。
 

  

（
民
生
部
長
）
使
用
料
金
は
、
月
額

１,
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
使

用
許
可
期
間
は
、
原
則
１
年
と
し
、
毎

年
使
用
許
可
申
請
を
提
出
し
３
年
間
は

優
先
的
に
使
用
許
可
を
受
け
ら
れ
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
協
議

が
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
選
定

さ
れ
た
団
体
が
提
案
す
る
企
画
提
案
書

の
内
容
を
尊
重
し
、
平
成

３１
年
度
以
降

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
し

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
概
算
に
な
り
ま
す
が
、

６
月
期

５０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
、
７

月
期

３１
万
円
ほ
ど
の
赤
字
、
８
月
期
は
、

１,
０
０
０
円
ほ
ど
の
赤
字
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
販
売

し
た
チ
ケ
ッ
ト
数
か
ら
お
お
よ
そ
の
数

と
し
て
、
６
月
期
８
０
０
人
、
７
月
期

７
２
０
人
、
８
月
期
１,
１
３
０
人
と
当

初
の
目
標
数
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

 

（
会
計
管
理
者
）
ご
指
摘
の
と
お
り
、

基
金
の
運
用
は
地
方
自
治
法
２
４

１
条
２
項
及
び
地
方
財
政
法
第
４
条
の

３
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当
町
で
は
、
「
資

金
管
理
運
用
基
準
」
を
策
定
し
、
こ
の

基
準
に
基
づ
き
資
金
運
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

　
平
成

３０
年
８
月

３１
日
現
在
の
状
況
で

す
が
、
普
通
預
金
は
１
・

９３
%
、
定
期

預
金
は

８０
・

６７
%
、
国
債
・
地
方
債
は

１７
・

４０
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
会
計
管
理
者
）
運
用
利
回
り
は
、

定
期
預
金
が
　
０
・
０
６
１
８
%
、

国
債
が
　
０
・
９
３
４
４
%
、
地
方
債

が
　
０
・
９
９
９
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

２９
年
度
の
基
金
利
息
収
入
は
７,
４

８
９,
０
３
６
円
で
、
運
用
利
回
り
と
し

て
は
０
・
２
０
１
９
%
で
し
た
。
 

 
（
会
計
管
理
者
）
現
在
は
、
低
金
利

時
代
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
債

券
の
比
率
を
何
%
に
す
る
か
、
ま
た
、

購
入
方
法
に
つ
い
て
も
リ
ス
ク
分
散
を

図
る
た
め
に
一
定
額
を
毎
年
購
入
し
て

い
く
の
か
等
、
執
行
部
の
中
で
意
思
決

定
を
図
り
、
基
金
の
運
用
利
回
り
を
向

上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
平
成

３０
年
７
月

２６
日

付
け
の
厚
生
労
働
省
の
事
務
連
絡

に
お
い
て
、
新
指
標
と
の
判
定
結
果
の

相
違
が
出
て
い
る
事
例
も
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
指
標
に
よ
る
適
切
な

判
定
の
た
め
、
「
指
標
の
判
定
に
準
ず

る
状
態
」
に
よ
る
判
定
を
行
っ
た
利
用

者
の
う
ち
留
意
事
項
に
あ
る
療
育
手
帳
（
A

区
分
）
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
級
又
は
２
級
）
の
所
持
者
に
つ

い
て
、
新
指
標
に
よ
る
再
判
定
を
行
う

こ
と
で
、
今
後
も
適
切
な
判
定
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
町
に
お
け
る
障
害
者
の
実

雇
用
率
は
１
・

９１
%
で
あ
り
、
遺

憾
な
が
ら
法
的
雇
用
障
害
者
数
は
ク
リ

ア
さ
れ
て
お
ら
ず
、
更
に
１
人
の
雇
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
、
制
度
の
趣
旨
と
そ
の
責
務
を

踏
ま
え
、
法
定
雇
用
率
を
遵
守
し
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
達
成
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 エレベーターチェアと 

中に納められているもの 

LLブックは記号を用いて 
分かりやすく工夫されています 

障害者雇用率が
1.91%で未達成。
早期の達成が求
められる 

月額1,000円で行政財産
目的外使用される多世
代交流カフェ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
長
時
間
閉
じ
込
め

ら
れ
た
場
合
に
役
立
つ
設
備
。
普
段

は
椅
子
や
荷
物
置
き
と
し
て
使
え
、
緊
急

時
便
器
と
し
て
使
え
る
。
中
に
は
飲
料
水
、

コ
ッ
プ
、
ラ
イ
ト
、
ペ
ー
パ
ー
、
消
臭
剤

等
入
っ
て
い
る
。
導
入
を
。
 

L
L
ブ
ッ
ク
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥

で
知
的
障
害
や
発
達
障
害
や
認
知
症

や
日
本
語
が
不
得
意
な
人
が
理
解
で
き
る

よ
う
工
夫
さ
れ
た
本
。
国
の
「
学
校
図
書

館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

導
入
の
考
え
は
。
 

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
合
併
症
を

発
症
す
る
。
国
は
H

２８
年
に
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
重
症
化
予
防
を
示
し
た
。
県
も
糖
尿
病

発
症
初
期
か
ら
受
診
勧
奨
や
保
健
指
導
を

促
し
て
い
る
。
当
町
の
糖
尿
病
重
症
化
予

防
の
取
り
組
み
は
。
 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
は
H

２６
年
度
よ
り
5
年
間
の
経
過

措
置
と
し
て
実
施
。
対
象
は
６５
歳
か
ら
5

歳
刻
み
で
1
0
0
歳
ま
で
。
本
年
度
が
最

終
年
度
。
３１
年
度
以
降
は
対
象
が
６５
歳
の

み
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
接
種
で
き
な
か

っ
た
方
へ
救
済
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

国
は
H

２９
年
度
か
ら
5
年
間
で
全
て

の
学
校
図
書
館
に
新
聞
配
備
の
計
画

を
発
表
。
（
小
学
校
一
紙
。
中
学
校

二
紙
）
町
内
の
配
備
状
況
と
今
後
の

計
画
。
 

地
震
発
生
時
に
倒
壊
し
道
を
ふ
さ
ぎ

避
難
行
動
や
車
の
通
行
の
妨
げ
と
な

り
救
援
活
動
に
支
障
を
き
た
す
。
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
、
撤
去
、
新

設
工
事
費
用
へ
補
助
制
度
の
考
え
は
。
 

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
 

学
校
図
書
館
の
新
聞
配
備
状
況
 

教
育
長
　
文
科
省
の
計
画
通
り
配
備
済
み
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
チ
ェ
ア
導
入
を
 

部
長
　
導
入
に
向
け
検
討
を
進
め
る
 

障
害
者
雇
用
率
の
達
成
状
況
は
 

町
長
　
遺
憾
な
が
ら
1
・
９１
%
で
未
達
成
 

多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
 

審
査
内
容
は
 

多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
使
用
料
は
 

部
長
　
協
議
に
よ
り
月
額
1,
0
0
0
円
 

図
書
館
へ
L
L
ブ
ッ
ク
導
入
を
 

教
育
長
・
部
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
へ
補
助
導
入
 

部
長
　
今
議
会
へ
補
正
予
算
計
上
し
対
応
 

障
害
者
総
合
支
援
法
改
正

に
お
け
る
課
題
解
決
を
 

基
金
の
効
果
的
な
運
用
を
 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
指
標
該

当
児
の
再
判
定
の
実
施
に
つ
い
て
。
 

現
在
の
運
用
方
針
と
そ
の
状
況
は
。
 

使
用
料
は
月
額
い
く
ら
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
か
。
 

開
設
後
3
ヶ
月
間
の
収
支
や
利
用
者

数
の
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。
 

障
害
者
雇
用
率
制
度
に
お
け
る
町
の

対
応
は
。
 

今
後
の
よ
り
効
果
的
な
基
金
の
運
用

に
つ
い
て
の
考
え
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
に
お
け
る
利
回
り

は
ど
の
程
度
か
。
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小島 英雄 議員 伊藤 勝利 議員 

（
副
町
長
）
公
共
工
事
の
透
明
性
を

図
る
た
め
、
岐
阜
県
の
「
積
算
基
準
」
、

「
歩
掛
表
」
、
「
単
価
表
」
等
に
よ
り

算
出
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
発
注
の
工
事
に
係
る
「
予

定
価
格
」
に
つ
い
て
は
、
市
場
に
お
け

る
労
務
、
資
材
等
の
取
引
価
格
、
施
工

の
実
態
等
を
的
確
に
反
映
し
、
予
定
価

格
の
適
正
な
設
定
に
努
め
、
ま
た
、
物

品
購
入
及
び
役
務
等
の
委
託
契
約
に
つ

い
て
も
、
市
場
単
価
、
過
去
の
落
札
実

績
を
参
考
に
適
切
な
予
定
価
格
の
設
定

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

 
（
副
町
長
）「
低
入
札
価
格
調
査
制
度
」

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
技
術
力
・
企
業

努
力
を
生
か
す
こ
と
、
低
価
格
で
の
落

札
が
可
能
こ
と
な
ど
で
す
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
調
査
に
あ
た
っ
て
業
務
量
が
膨
大

と
な
る
こ
と
や
工
期
が
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
で
す
。
 

　
「
最
低
限
価
格
制
度
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

調
査
が
不
要
で
明
確
か
つ
迅
速
に
判
断

で
き
る
ほ
か
、
契
約
の
目
的
物
を
質
的

に
優
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
不
良
業

者
を
排
除
す
る
効
果
が
あ
り
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
に
よ
る
地
域
建
設
産
業
の
資

力
の
低
下
を
防
止
す
る
方
法
と
し
て
有

用
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
発
注
者
で

あ
る
地
方
公
共
団
体
等
は
競
争
の
利
益

の
享
受
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
現
在
、

町
で
は
最
低
制
限
価
格
制
度
は
導
入
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
の
約
７
割
が
導

入
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
低
限
価
格
の

決
定
方
法
も
含
め
検
討
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
副
町
長
）
町
と
し
て
は
、
地
方
自

治
法
を
初
め
と
す
る
関
係
法
令
に

基
づ
き
、
契
約
の
透
明
性
と
公
平
性
を

確
保
し
つ
つ
、
地
元
業
者
の
育
成
を
図
り
、

地
域
経
済
の
発
展
と
地
域
雇
用
の
安
定

を
目
指
し
た
理
念
に
基
づ
き
、
常
に
契

約
制
度
の
見
直
し
を
図
り
適
正
な
契
約

制
度
の
構
築
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
や
低
価
格
入
札
に

つ
い
て
は
、
工
事
の
品
質
低
下
や
下
請

業
者
へ
の
し
わ
寄
せ
、
労
働
条
件
の
悪

化
や
安
全
対
策
の
不
徹
底
に
つ
な
が
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
や
、
関
係
業
界
の
健
全
な

発
展
を
阻
害
す
る
要
因
と
も
な
り
、
低

価
格
で
の
入
札
の
対
策
が
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
た
が
っ
て
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、

関
係
法
令
と
の
整
合
性
、
財
政
負
担
の

影
響
、
労
働
条
件
と
品
質
確
保
の
因
果

関
係
等
の
諸
課
題
を
引
き
続
き
検
証
す

る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ず
は
最

低
制
限
価
格
制
度
の
導
入
の
準
備
を
進

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
 

（
教
育
長
）
議
員
指
摘
の
「
児
童
生

徒
に
で
き
た
喜
び
、
わ
か
っ
た
喜

び
が
持
て
る
授
業
づ
く
り
」
こ
そ
が
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。
授
業
改
善
で
、

大
切
に
し
て
い
る
の
が
「
主
体
的
な
学
び
」

「
対
話
的
な
学
び
」
「
深
い
学
び
」
と

い
う
３
つ
の
観
点
で
す
。
こ
の
観
点
で

の
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
は
、
児
童
生

徒
同
士
の
学
び
合
い
に
繋
が
り
、
わ
か

ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
こ
と
を
児
童
生

徒
同
士
で
解
決
す
る
場
も
保
障
で
き
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
の
喚
起

に
も
資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
子
供
の
思
考
力
、
創
造

力
、
問
題
解
決
能
力
の
育
成
の
た

め
に
は
、
「
教
職
員
の
質
的
向
上
と
教

育
の
質
的
転
換
」
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
提
案
の
通
り
、
優
れ
た
教

育
実
践
力
を
持
つ
退
職
教
員
を
再
任
用

す
る
、
或
い
は
、
講
師
と
し
て
任
用
す

る
等
を
し
て
、
若
手
教
員
の
指
導
力
向

上
を
図
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
確
か

な
学
力
定
着
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
ご
提
案
の
研
修
は
、
一

週
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
表

面
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
学
校
の

指
導
体
制
や
指
導
の
具
体
、
家
庭
学
習

に
つ
い
て
も
研
修
で
き
る
方
法
で
あ
り
、

大
変
興
味
を
持
っ
て
い
る
所
で
す
。
し

か
し
、
一
週
間
教
員
が
不
在
に
な
っ
た

と
き
の
勤
務
校
の
補
充
体
制
を
整
え
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
実
施
し
た

場
合
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
解
消
可

能
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
研
修
実
施
の

実
現
可
能
性
を
探
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
境
川
は
、
都
市
部
を
流
れ

る
河
川
で
そ
の
改
修
に
は
橋
梁
な

ど
大
規
模
構
造
物
改
築
や
多
く
の
物
件

補
償
な
ど
が
あ
り
、
多
額
の
事
業
費
が

か
か
る
こ
と
や
橋
梁
の
架
け
替
え
工
事

に
つ
い
て
も
、
橋
台
、
橋
脚
、
上
部
工

な
ど
と
数
年
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
河

川
改
修
に
は
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
。

予
算
の
確
保
時
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

河
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
（
岐
阜
市
・

各
務
原
市
・
羽
島
市
・
岐
南
町
・
笠
松
町
）

に
て
早
期
の
河
川
改
修
を
目
指
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
岐
阜

県
や
岐
阜
市
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
軽
減
さ
れ
る
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
得
税
概
ね
、
５

%
〜

４５
%
、
町
県
民
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

控
除
額
の

１０
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 

早期河川改修が望まれる 

学力向上に取組む生徒 

適正な契約が望まれる 

工
事
、
そ
の
他
の
請
負
契
約
に
お
い

て
、
低
入
札
価
格
制
度
と
最
低
限
価

格
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
当
町

の
低
入
札
基
準
価
格
と
最
低
限
価
格
は
ど

の
様
に
決
定
し
て
い
る
の
か
。
 

公
契
約
条
例
を
定
め
る
こ
と
で
、
例

え
ば
、
災
害
時
協
定
や
地
域
資
材
の

使
用
、
地
域
企
業
の
活
用
な
ど
を
公
契
約

の
相
手
方
決
定
の
基
準
と
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
福
祉
の
向
上
に
も
繋
が
る
ほ
か
様
々

な
政
策
の
実
現
に
公
契
約
を
活
用
で
き
る

が
ど
の
様
に
考
え
る
か
。
 

公
共
工
事
の
入
札
と
契
約
の
適
正
化

を
図
る
に
は
、
予
定
価
格
の
設
定
に

あ
た
り
、
仕
様
書
お
よ
び
、
設
計
書
に
基

づ
き
、
経
済
社
会
の
変
化
を
勘
案
し
、
市

場
に
お
け
る
労
務
、
資
材
等
の
最
新
の
実

勢
価
格
を
適
切
に
反
映
さ
せ
、
適
正
な
積

算
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様

に
予
定
価
格
の
適
正
な
設
定
は
重
要
な
要

で
あ
る
が
、
当
町
の
認
識
は
。
 

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
は
、
で

き
た
喜
び
・
わ
か
っ
た
喜
び
が
持
て

る
授
業
が
必
要
。
こ
れ
を
重
点
的
に
改
善

し
な
い
限
り
学
力
向
上
は
到
底
望
め
な
い

と
思
う
が
、
そ
の
所
見
と
対
応
を
。
 

豪
雨
に
な
れ
ば
、
何
時
も
境
川
の
浸

水
想
定
区
域
に
住
む
住
民
は
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
川
の
河
川
改
修

や
堤
防
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
。
こ
の
理
由
は
何
か
。
 

児
童
・
生
徒
に
は
適
時
性
を
重
視
し

た
基
礎
的
、
基
本
的
な
学
力
の
定
着

を
図
り
、
伸
び
る
力
を
よ
り
伸
ば
す
指
導

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
優
れ
た

教
育
実
践
力
を
持
つ
退
職
教
員
を
中
学
に

定
着
さ
せ
、
若
手
教
員
の
授
業
力
向
上
を

支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
所
見
を
。
 

教
師
は
多
様
な
児
童
生
徒
の
願
い
や

悩
み
を
温
か
く
受
け
止
め
、
そ
れ
に

確
か
に
応
え
ら
れ
る
力
量
の
向
上
や
、
専

門
分
野
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
学

力
向
上
と
い
う
命
題
に
取
組
む
た
め
に
、

学
力
向
上
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る

秋
田
県
や
福
井
県
等
へ
、
一
週
間
単
位
で

教
師
を
派
遣
し
、
そ
の
成
果
を
報
告
し
授

業
に
役
立
て
て
は
ど
う
か
。
 

認
定
書
が
発
行
さ
れ
た
場
合
、
障
害

者
等
は
確
定
申
告
時
に
所
得
税
や
町
・

県
民
税
は
ど
れ
く
ら
い
軽
減
さ
れ
る

の
か
。
 

公
契
約
条
例
の
制
定
を
問
う
 

副
町
長
　
労
働
条
件
と
品
質
確
保
の
検
証
 

学
力
向
上
の
た
め
に
は
 

教
育
長
　
重
点
的
な
授
業
改
善
 

授
業
力
向
上
支
援
へ
の
考
え
は
 

教
育
長
　
学
力
の
定
着
と
伸
び
る
力
 

一
週
間
単
位
で
の
他
県
研
修
は
 

教
育
長
　
実
現
可
能
か
探
り
た
い
 

豪
雨
災
害
時
の
対
応
は
 

町
長
　
県
や
市
と
連
携
し
た
い
 

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
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黒瀨 泰孝 議員 渡邉 憲司 議員 

（
民
生
部
長
）
在
宅
介
護
の
推
進
は
、

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
う
え

で
社
会
全
体
の
課
題
で
す
の
で
、
在
宅

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
方
へ
の
負
担
軽

減
策
に
つ
い
て
、
機
会
を
と
ら
え
て
、

国
や
県
へ
の
提
案
や
要
望
を
行
う
こ
と

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
は
、
議
員
ご
提
案
の
在
宅
介

護
の
推
進
と
ご
家
族
の
支
え
に
な
る
町

独
自
の
リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
障
害

者
の
支
援
制
度
や
社
会
資
源
の
充
実
な

ど
包
括
的
に
進
め
る
「
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
の
中
で
、
よ
り
適
切
な

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
岐
阜
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
「
捜
査
に
ご
協
力
を
」

と
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
サ
イ

ト
へ
リ
ン
ク
を
貼
り
、
住
民
の
方
が
よ

り
情
報
提
供
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
と
し
て
は
、
ま
ず

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
未
設
置
の

公
用
車
へ
の
設
置
を
進
め
、
岐
阜
羽
島

警
察
署
等
と
連
携
し
て
町
内
の
事
件
・

事
故
の
多
発
箇
所
あ
る
い
は
多
発
し
そ

う
な
箇
所
や
小
中
学
生
の
通
学
路
等
へ

の
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
の
設
置
を
来
年
度

か
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
と
し
て
国
土
交
通
省
所
管
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
交
付
決

定
が
本
年
７
月
に
下
り
、
用
地
測
量
及

び
工
作
物
調
査
の
業
務
委
託
に
関
す
る

契
約
手
続
き
に
入
り
、
来
年
の
２
月
に

業
務
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
契

約
準
備
と
並
行
し
て
、
用
地
の
所
有
者

に
は
、
事
業
内
容
や
用
地
測
量
等
に
関

す
る
説
明
を
個
別
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
業
務
委
託
に
よ
る
道
路
予
定

用
地
の
面
積
が
確
定
次
第
、
所
有
者
と

用
地
買
収
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
協
議

を
進
め
、
協
議
が
整
え
ば
、
来
年
度
に

用
地
の
取
得
、
地
元
住
民
に
対
し
て
工

事
説
明
会
を
実
施
し
、
町
道
１
０
２
号

線
の
道
路
拡
幅
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。
 

　
そ
の
際
、
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
と

踏
切
拡
幅
に
関
す
る
協
議
を
再
開
し
、

来
年
度
に
岐
南
０
号
踏
切
拡
幅
に
関
す

る
負
担
金
等
の
協
定
を
締
結
し
て
、
平

成
３２
年
度
に
岐
南
０
号
踏
切
の
拡
幅
工

事
を
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
へ
委
託
し
、

事
業
を
完
了
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
町
長
）
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
核
兵
器
廃

絶
の
市
民
意
識
を
国
際
的
な
規
模
で
喚

起
す
る
取
組
み
を
推
進
し
、
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
平
成

３０
年
９
月
１
日
現
在
、

世
界
１
６
３
の
国
と
地
域
、
日
本
国
内

の
加
盟
都
市
数
１,
７
３
０
都
市
を
含
む

７,
６
５
０
都
市
が
加
盟
す
る
「
平
和
首

長
会
議
」
の
加
盟
と
と
も
に
、
現
状
は

加
盟
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
年
３
月
１

日
付
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
に
な
ら
な
い
方

へ
は
、
８
月
広
報
で
掲
載
し
ま
し
た
、
「
岐

南
町
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
契
機

と
し
て
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
へ
の
加
入
も
視
野
に
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
継
続
的
に
行
い
、
世
界
恒
久
平
和

実
現
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
昨
年

１２
月
の
議
会
に
お
い

て
『
平
成

３０
年
度
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
と
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
旨
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
発
信
す
る
た
め
、

公
共
施
設
の
敷
地
内
に
そ
の
趣
旨
を
掲

示
す
る
看
板
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
』
と
答
弁

し
ま
し
た
。
「
岐
南
町
非
核
・
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
時
期
の
関
係

か
ら
、
本
年
度
中
の
設
置
は
困
難
と
考

え
ま
す
が
、
町
内
外
へ
の
周
知
啓
発
の

た
め
、
設
置
場
所
や
設
置
の
方
法
等
検

討
し
、
来
年
度
に
お
い
て
予
算
化
を
図

り
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
建
設
部
長
）
水
道
法
改
正
の
背
景

に
は
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
ま

す
ま
す
進
む
と
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、

人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
、

事
業
を
担
う
人
材
も
不
足
す
る
な
ど
の

深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
広
域
連
携

や
多
様
な
官
民
連
携
を
進
め
、
水
道
事

業
者
等
に
対
し
施
設
の
適
切
な
管
理
を

求
め
る
こ
と
で
、
水
道
の
基
盤
強
化
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
岐
南
町
水
道
事
業
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、
将
来
的
に
は
人
口
減
少
に
よ
る

料
金
収
入
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
喫
緊

の
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
上
水
道
事

業
と
い
う
生
活
に
直
結
す
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に
よ
る
リ

ス
ク
管
理
の
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
に
事
業
の
認
可
を
残
し
、
引
き
続
き

事
業
主
体
と
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
の
導
入
を
可
能
と
す
る
改
正
水
道
法

の
審
議
が
進
ん
で
い
る
点
に
は
、
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
水
道
事
業
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
導
入
は
、
黎
明
期
で
あ
り
、

先
行
事
例
は
「
運
営
」
部
分
に
特
化
し

た
民
間
委
託
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
導

入
に
は
検
討
課
題
も
多
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
現
在
、
他
市
町
に
お

い
て
官
民
連
携
の
取
り
組
み
と
し

て
水
道
事
業
民
営
化
の
検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
料
金
高
騰
、
水
質

悪
化
、
不
適
切
な
施
設
整
備
な
ど
の
先

進
国
の
失
敗
事
例
が
メ
デ
ィ
ア
で
は
取

り
上
げ
ら
れ
、
「
再
公
営
化
」
に
な
っ

た
事
例
も
報
道
さ
れ
、
導
入
に
は
慎
重

を
期
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
改
正
水
道
法
の
審
議
、
他
市
町

の
動
向
を
み
な
が
ら
慎
重
に
事
業
を
進
め
、

低
廉
で
安
全
安
心
な
水
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
 

在宅でリハビリを行う方の負担軽減が求められる 

岐南町内の下水道整備工事 

笠松町役場駐車場内掲示板 

昨
年
１０
月
に
も
質
問
し
た
が
、
在
宅

介
護
で
寝
た
き
り
の
人
へ
リ
ハ
ビ
リ

補
助
金
を
付
け
、
在
宅
介
護
の
推
進
と
、

介
護
す
る
家
族
の
支
え
に
な
る
岐
南
町
に

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

近
年
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
事
件

捜
査
に
活
用
さ
れ
、
早
期
解
決
に
つ

な
が
る
有
益
な
情
報
源
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
 

　
事
件
事
故
の
解
決
に
は
多
く
の
人
か
ら

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
情
報
提
供
が

必
要
で
あ
り
、
事
件
事
故
に
遇
っ
た
場
合
、

情
報
提
供
が
気
軽
に
で
き
る
環
境
整
備
を

岐
南
町
と
し
て
も
県
警
に
訴
え
る
だ
け
で

な
く
、
ま
た
、
岐
南
町
独
自
に
情
報
提
供

の
場
を
作
る
こ
と
も
考
え
て
は
。
 

事
件
事
故
の
早
期
解
決
に
は
住
民
の

多
く
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
所

持
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
補
助
金
を
岐
南
町
独

自
で
考
え
て
は
。
 

名
鉄
拡
幅
事
業
に
お
け
る
用
地
測
量
、

補
償
工
作
物
の
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ま
た
は
工
程
表
は
ど
う
な
っ
て
お
り

ま
す
か
。
 

事
件
事
故
抑
止
 

名
鉄
拡
幅
事
業
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
 

町
長
　
核
兵
器
廃
絶
を
岐
南
町
か
ら
も
 

在
宅
介
護
の
推
進
を
望
む
 

部
長
　
適
切
な
支
援
を
検
討
 

水
道
事
業
運
営
 

部
長
　
水
道
事
業
民
営
化
は
慎
重
に
 

非
核
宣
言
の
趣
旨
を
掲
示
す
る
看
板

等
の
設
置
は
い
つ
か
。
 

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
へ
の

加
盟
は
い
つ
か
。
 

水
道
法
改
正
案
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
る
か
。
 

他
市
町
の
民
営
化
の
動
き
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。
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後藤 友紀 議員 大塚 雅司 議員 

（
町
長
）
図
書
館
を
持
つ
県
内
町
村

の
平
均
蔵
書
冊
数
の
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
積
に
つ
い
て
も
、

や
や
小
規
模
な
施
設
で
す
。
こ
の
状
況

を
ふ
ま
え
、
図
書
館
で
は
、
貸
出
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
は
か
り
、
町
立
図

書
館
の
中
で
、
７
番
目
の
貸
出
数
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
当
面
は
、
長
寿
命
化
で
対

応
、
施
設
の
耐
用
年
数
の
限
界
も

あ
る
事
か
ら
、
現
在
策
定
中
の
「
第
６

次
岐
南
町
総
合
計
画
」
に
、
新
た
な
図

書
館
建
設
の
構
想
を
盛
り
込
む
事
を
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
郷
土
史
や
歴
史
書
関
連
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
等
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
適
切
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
４
月
の
全
国
自
治
体
調

査
で
は
、
全
市
町
村
の

６２
%
が
設

定
の
予
定
な
し
、
導
入
は
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

に
合
わ
せ
た
年
次
休
暇
取
得
促
進
の
通

知
は
さ
れ
て
お
り
、
企
業
の
実
情
に
合

わ
せ
、
ま
た
、
家
族
計
画
に
基
づ
き
可

能
な
限
り
休
暇
を
取
得
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
公
民
館
主
催
の
事
業
等
、

２１
の
事
業
が
準
備
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
こ
の
間

す
べ
て
の
日
に
開
設
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
郡
全
体
と
し
て
は
、
小

中
と
も
学
力
検
査
の
結
果
は
わ
ず

か
に
向
上
、
質
問
紙
の
回
答
の
結
果
は

幾
つ
か
の
項
目
で
改
善
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
力
向
上
委
員
会
で
分
析
結
果

や
対
策
に
つ
い
て
交
流
す
る
予
定
で
す
。
 

 
（
教
育
長
）
羽
島
郡
の
教
員
年
齢
は
、

３５
歳
以
下
が
全
教
職
員
の

３５
%
、

年
度
途
中
に
あ
っ
て
産
休
、
育
休
取
得

予
定
の
教
職
員
の
補
充
に
つ
い
て
は
、

県
外
ま
で
広
げ
て
人
材
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
本
年
度
４
人
の
指
導

員
が
受
講
予
定
。
来
年
度
以
降
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
研
修
開
催
記

事
を
掲
載
し
、
支
援
員
認
定
資
格
取
得

者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
業
務
に
見
合
っ
た
待

遇
と
す
べ
く
、
今
年
度
４
月
、
賃

金
改
定
実
施
し
、
更
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

加
算
を
行
い
、
待
遇
改
善
を
進
め
て
い

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
他
市
町
と
比
較
し
て

も
平
均
的
水
準
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
採
用
、
参
加
者
資
格
の
対

象
を
広
げ
、
複
数
校
区
の
応
募
を
認
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

  

（
町
長
）
５
歳
児
健
診
導
入
に
は
、

健
診
制
度
設
計
に
大
き
な
課
題
が

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
当
該
年
齢
児
に

有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
充
実
を
検

討
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

 
（
町
長
）
５
歳
児
発
達
相
談
と
い
う

枠
組
み
を
作
る
の
で
は
な
く
、
保

護
者
が
お
子
さ
ん
の
発
達
や
行
動
面
で

悩
み
を
持
た
れ
た
り
、
不
安
に
感
じ
る

時
に
、
年
齢
を
問
わ
ず
相
談
し
て
頂
け

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
優
先
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
子
ど
も
の
眼
の
機
能
は
、

６
歳
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
弱
視

等
の
眼
の
異
常
は
、
早
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
治
癒
の
可
能
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
検
査
機
器
を
導

入
し
た
場
合
の
課
題
な
ど
を
検
討
し
、

平
成

３１
年
度
導
入
を
目
指
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
現
状
、
サ
ロ
ン
の
利

用
者
の
約
１
割
〜
２
割
の
方
が
町

外
在
住
者
で
す
の
で
、
な
ん
カ
フ
ェ
利

用
者
に
限
っ
て
の
午
後
利
用
に
限
定
し

な
が
ら
、
今
後
の
動
向
を
見
て
対
応
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
サ
ロ
ン
の
健
全
な
運
営
の

た
め
に
は
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
と

共
に
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
も
必
要
で
す
の
で
、

新
年
度
予
算
計
上
時
ま
で
に
、
現
状
を

評
価
し
増
員
も
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
適
宜
、
水
分
補
給
を
行

う
こ
と
の
周
知
を
指
導
し
、
児
童

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
教
科
書
の
一
部

を
学
校
に
お
い
て
い
っ
て
も
よ
い
こ
と
、

置
い
て
お
く
こ
と
を
認
め
る
教
科
書
の

種
類
や
学
習
用
具
に
つ
い
て
は
学
校
だ

よ
り
等
を
活
用
し
て
保
護
者
に
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
下
校
時
に

３５

℃
以
上
が
継
続
す
る
場
合
は
集
団
下
校

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
指
示
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
来
年
度
以
降
も
継
続
指
導

し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
暑
さ
や
寒
さ
、
降
雨
や

降
雪
な
ど
、
気
象
が
学
校
活
動
や

学
校
行
事
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
し
、

見
直
し
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
校
長
会
に
て
町
内
各
小

中
学
校
と
教
育
委
員
会
が
協
議
し
、

生
徒
児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
て

下
校
時
刻
を
設
定
す
る
よ
う
強
く
依
頼

し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
、
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
、
よ
り
適
切

で
よ
り
素
早
い
判
断
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
 

昭和57年開設の図書館 民俗資料館の使用状況 

小学生の主な教科書総ページ数
は10年前に比べ34%増えている 

絵指標式カードでは、充分に
弱視の児を発見しづらいこと
が指摘されている 

4
月
実
施
の
学
力
テ
ス
ト
、
結
果
の

公
表
前
倒
し
、
夏
休
み
中
に
教
員
が

分
析
、
後
期
の
授
業
に
生
か
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
が
。
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
に
よ
る
新
し
い

変
化
の
中
で
、
町
民
の
相
談
機
能
を

も
つ
サ
ロ
ン
本
来
の
目
的
が
見
失
な
わ
れ

る
懸
念
が
あ
る
が
、
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
で

の
町
内
外
の
交
流
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。
 

集
団
生
活
を
行
う
中
で
、
困
り
感
が

明
確
に
な
り
や
す
い
5
歳
児
で
の
健

診
を
行
い
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
・
早

期
支
援
に
し
っ
か
り
と
結
び
付
け
て
行
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

大
幅
な
利
用
者
増
に
よ
っ
て
、
昨
年

同
様
の
体
制
で
は
利
用
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
策
は
。
 

就
学
前
に
向
け
て
の
早
期
支
援
に
結

び
付
け
る
た
め
、
5
歳
児
対
象
の
発

達
相
談
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
 

岐
南
町
図
書
館
の
現
状
と
展
望
 

町
長
　
時
代
の
要
請
に
ふ
さ
わ
し
い
運
営
 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
 

部
長
　
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
 

教
育
行
政
 

現
在
の
3
歳
児
健
診
視
力
検
査
で
の

方
法
で
は
、
充
分
に
弱
視
の
児
を
発

見
し
づ
ら
い
現
状
が
指
摘
さ
れ
、
屈

折
検
査
機
器
を
用
い
た
検
査
の
実
施

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
町
の
考
え
は
。
 

3
歳
児
健
診
に
屈
折
検
査
機
を
 

町
長
　
H

３１
年
度
の
導
入
を
目
指
す
 

に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
の
今
後
は
 

異
常
気
象
・
発
災
懸
念
時
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
は
 

本
来
の
目
的
か
ら
外
れ
る
が
、
子
ど

も
の
受
け
皿
居
場
所
の
確
保
は
。
 

指
導
員
の
賃
金
見
直
し
、
処
遇
改
善

は
。
 

待
遇
に
つ
い
て
他
市
町
と
比
較
し
て

ど
う
か
。
 

県
主
催
の
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の

周
知
は
。
 

教
員
確
保
に
つ
い
て
の
羽
島
郡
二
町

の
実
態
は
。
 

委
託
事
業
の
概
要
は
。
 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
一
部
を
図
書
館

使
用
と
し
て
の
整
備
は
。
 

新
図
書
館
建
設
を
含
め
た
図
書
館
整

備
の
将
来
に
つ
い
て
。
 

自
治
体
規
模
と
し
て
理
想
と
さ
れ
る

図
書
館
運
営
に
な
っ
て
い
る
か
。
 

学
校
登
下
校
時
の
猛
暑
対
応
は
。
 

発
災
懸
念
時
に
お
け
る
各
小
中
学
校

に
お
け
る
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
 

年
間
学
校
生
活
や
学
校
行
事
を
抜
本

的
に
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。
 

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
実
施
に
あ
た
っ
て

の
保
護
者
や
勤
務
先
の
理
解
は
ど
う

か
。
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「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

ぎなんぎかい ホームページ 

10月8日 さくら北保育園運動会にて 

決算収支 
平成29年度決算を認定 
今回のピックアップ 
みんなで取り組もう！ごみの減量 
一般質問 
ここが、聞きたい 

 
P 
 
P 
 
P

 
2～3 
 
4 
 
9～17

 
・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

内 　 容  
 
 
 
 
規 格  
 
審 査  
発 表  
著 作 権  
 
 
応募方法 
 
 
 
そ の 他  
お問合せ 

応募者自身が岐南町内で撮影し
た未発表写真 
（町内行事や風景等） 
※著作権・肖像権の侵害等が生

じないものに限ります 
デジタルデータ・プリント写真
（カラー写真） 
議会広報特別委員会にて審査 
採用作品は議会だよりに掲載 
著作権は撮影者本人 
※掲載６ヶ月間は他媒体での発

表はご遠慮下さい 
Eメール・郵送・事務局に持参 
（氏名・住所・電話番号・撮影
年月日と場所・写真のコメント
等を明記のこと） 
採用者には、粗品を贈呈します 
岐南町議会事務局 
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藤
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委
　
員
　
　
木
下
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津
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○
社
会
教
育
委
員
の
会
 

○
社
会
を
明
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運
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表紙の題字 

「　　」は 

東小学校5年 

加藤 唯斗 さんの 

作品です 

■
初
女
性
広
報
委
員
長
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
・
広
報
委
員

会
の
役
目
を
振
り
返
り
、
掲
載
方
法
や
内
容
な
ど
、
よ
り
細

か
く
検
討
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
加
え
な
が
ら
、
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
議
会
広
報
へ
の
ご
提
案
な
ど
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
） 

■「
議
会
だ
よ
り
読
ん
で
る
よ
。」
発
行
し
て
か
ら
８
年
が
経

ち
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会

が
増
え
た
。
可
読
性
、
視
認
性
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
研
鑽
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
今
は
ま
だ
議
会
の
活
動

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
唯
一
の
手
段
。
他
人

任
せ
に
せ
ず
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　
　
（
加
藤
） 

■
１０
月

２７
日
か
ら

１１
月
９
日
は
、
読
書
週
間
で
す
。
め
ぐ
り

あ
っ
た
良
書
に
は
豊
か
な
人
生
へ
の
指
標
、
ヒ
ン
ト
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
冊
の
本
が
自
分
の
進
路
を
決
定
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
も
数
多
く
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」

が
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
一
読
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

■
言
葉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

大
変
難
し
い
も
の
で
す
ね
。
言
い
方
に
よ
り
、
時
に
は
、
人

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
、
反
対
に
、
素
直
に
表
現
す
る

こ
と
で
、
心
と
、
心
が
通
じ
合
い
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ

る
も
の
で
す
ね
。
素
直
に
感
謝
す
る
心
を
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

■「
議
会
だ
よ
り
」
は
平
成

２３
年
か
ら
「
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
め
ざ
す
取
組
の
一
環
と
し
て

発
刊
。
今
回
で

３２
号
目
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
５
回
目
の
広

報
委
員
と
し
て
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
町
民
目
線
の
内
容
解
説
や
内
容

展
開
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
） 

か とう と ゆい 

　新たな広報委員会のメン
バーが決定しました。編集
委員一同、若者から高齢者
まで、誰にも読みやすく、
気軽に手に取っていただけ
るような議会だよりを目指
していきたいと思っていま
すので、これからもご愛読
をお願いします。 

火の用心
!

火の用心
!

新広報委員会の紹介 
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